








A Study on the Position of Posterior Artificial Teeth 
(the second premolar, the first and second molars) 
of the Complete Dentures Constructed by 
the Undergraduate Dental Students
KOICHI WAKAO HIROSHI MURAKAMI ATSUYUKI MASUDA
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（総数　69例）
70 若尾他：模型実習における総義歯の上下顎第2小臼歯，第1，第2大臼歯の排列状態
ないうえに，位置の狂いを修正する操作も難しい
ことも原因となっているように思われる．なお
ワックス操作，埋没操作，レジン填入および重合
操作，リマウントの操作など一連の手順の中で人
工歯の位置，傾斜の変化，捻転などを生じるチャ
ンスが多いので咬合器上での人工歯削合による咬
合調整で解決できない程度の大きな歪みが生じな
いようにするためには，理論を十分に理解した上
で十分な練習を積むことが必須条件である．
結 論
　総義歯学基礎実習模型上で作られた上下顎総義
歯69組を用いて，臼歯部の人工歯排列状態を観察
した結果，以下の結論を得た．
　1．歯槽頂に対する上下顎人工臼歯の頬舌的位
置関係：歯槽頂上に正しく位置していたものは各
歯種とも極めて少ないが，上顎よりは，下顎の方
に正しい位置のものが多い傾向を示していた．ま
た，上顎では，歯槽頂に対して人工歯が頬側に，
下顎では，舌側に偏位しているものが大部分で
あった．
　2．上下顎人工臼歯の咬合面を歯槽頂間線が通
過する部位：歯槽頂間線が咬合面の適切な位置を
通らないものは，第2小臼歯が35～70％で最も多
く，第1大臼歯35～60％，第2大臼歯15～40％の
順であった．
　3．咬合接触部位：上下顎，左右側および歯種
別についてそれぞれ・ミラつきがあるが，咬合接触
していないものは，第2大臼歯が最も多く，次い
で，第2小臼歯，第1大臼歯の順であった．
　以上の結果から学生指導の上で注意すべきポイ
ントを抽出し，良好な実習成果をあげられるよう
対策を立てる必要があると判断した．
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